
　

明
和
町
は
、
伊
勢
湾
に
面
し
て
お
り
、
な
だ
ら
か
に
広
が
る
伊

勢
平
野
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
方
で
は
古
く
か
ら
農
・
水

産
業
を
基
幹
産
業
と
し
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
も
優
良
農
地
を
基
礎
的
資
源
に
、
水
稲
を
中
心
と
し
た
土

地
利
用
型
農
業
・
施
設
野
菜
・
畜
産
な
ど
、
多
様
な
農
業
が
営
ま

れ
、
施
設
野
菜
は
専
業
的
経
営
の
も
と
特
産
化
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

漁
業
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
湾
沿
岸
の
遠
浅
で
砂
質
の
地
盤
を
活

か
し
、
の
り
養
殖
業
や
あ
さ
り
・
バ
カ
貝
な
ど
の
採
貝
漁
業
が
行

わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
御
糸
織
や
地
酒
と
い
っ
た
も
の
も
昔
な
が
ら

の
地
場
産
業
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
明
和
町
に
住
む
人
々

を
支
え
て
い
る
の
は
、
新
鮮
で
豊
富
な
「
食
」
で
あ
り
、
そ
れ
が

み
ん
な
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

産
業
振
興

食物繊維を多く含んだ健康食品で、
昔ながらのおふくろの味。明和町を
含むこの伊勢地方では、国内消費の
約 70％を加工生産している。

ひじき　

この地方で最も多く生産される水稲の品種。
しっかりした旨みと粘りが特徴で、味つやの
バランスが良く、収穫も安定しているため、
非常に優秀なお米。

コシヒカリ

和紙でありながら、特殊な製法により本物の革と遜
色ない質感、手触りに仕上げられた伝統工芸品のひ
とつ。江戸時代、伊勢神宮には革製品を持ち込めな
かったため、擬革紙で作られた煙草入れが人気だっ
たといわれている。

擬革紙
酒造りは水が命です。酒の
醸造に適した水が湧く大
淀には１軒の造り酒屋があ
り、地元の味として地域の
人々に親しまれている。

地酒
藍色と縦縞の柄が特徴の御糸織は、今からおよそ
300 年前の江戸時代に、江戸に進出した松阪商人に
より松阪もめんとして広められた。現在でも明和町に
ある御糸織物工場で紡織されており、植物の藍で糸を
染めて、機械で反物を織るという、全国でも珍しい一
貫体制で生産を行っている。

御糸織

地元企業が一堂に会し、生産
や製造・販売している商品
などを町内外の人たちに広く
知ってもらおうと明和町商工
会が企画・開催した。自社商
品のＰＲにたくさんの企業が
出展している。

明和町産業展
トマト、メロン、キュウリ、イチゴ、ア
スパラ菜などのハウス栽培が盛んである。

この地方で生産される大根は主に伊勢たくさんの材料等
になります。近年、大根の作付は減少傾向にあるものの、
その産地としての評価は高いといわれています。

大根

「昔浅草 今は伊勢 香り姿は日本一」
といわれるこの地方の黒のり。明和
町では大淀、下御糸の漁家が養殖生
産している。

のり

大淀、下御糸の沿岸では、
年間を通じてあさり貝
が採捕される。

あさり

明
和
町
の
暮
ら
し
を
支
え
る

農 業

産 業

下御糸漁港 大淀漁港

漁 業
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